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こんにちは。２代目美浦村地域おこし協力隊の桂典久です。
私は、初代協力隊である村川夫妻が営む美浦村週末カフェのお手伝いをさせ

て頂いた際に、美浦村の文化や魅力の発信基地の役割をされている姿に感銘を
受けました。その後、ご縁があり２代目の地域おこし協力隊として応募をさせ
て頂き、採用されてから早くも半年が経ちました。
現在では、これまでの飲食店などでの経験を活かし、美浦村週末カフェに県

内外から来られるお客様に、村の特産品を『ランチ』と
いう形で調理提供させて頂いています。
ありがたいことに、多くの旬野菜や湖産物を食べてもらい、少しずつ

ですがリピーターのお客様も増えてきて、『どこで購入できるの？』など
のお問い合わせも増えてきました。また、カフェが営業していない平日
は、村内の農家さんにお邪魔し、旬の野菜の美味しい調理法を教わった
り、大山地区の漁師さんの漁に同行したりなど、今までは出来なかった
経験をたくさんさせて頂いています。
今後はこのような貴重な経験を、私の言葉で多くの人に発信し、美浦

村の魅力を多くの人に知ってもらえるきっかけになればと考えています。

最後に、私は、おいしさのひとつとして野菜など作られている方の物語、作られるまでのエ
ピソードなどを伝える事を大切にしています。村内の生産者の方々のそのような物語を、私に
教えて下さい。皆様のエピソード共に、美味しく調理をさせて頂き、美浦村内外の人に食べて
頂き美浦村ファンを作っていきたいです。まだまだ皆さんのお話を聞かせてください。

桂典久さんが、美浦村の２代目となる地域おこし協力隊として令和４年６月に着任して約半年がた
ちました。『美浦村の農水産品を食材とした料理による地域活性化』を活動テーマとしながら、行政で
はできない柔軟な地域おこし策を展開しています。
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